
弊社は、2011年4月、介護業界に飛び込み、事業所を開所しました。 
一見すると順調な立ち上げでしたが、しかし人材育成・組織風土の大きな壁に直面をしました。 
そこで、介護業界の多くの諸先輩方に、ご相談申し上げたところ、ほぼすべての方から、 
「うちも人材育成には悩んでいる」とのお声を頂戴しました。 
 
「介護の技術や知識は多く持ってくれているが、人間関係やコミュニケーションが良くない」 
「その結果、例えば入浴介護ひとつとっても、スタッフ同士で『やり方が違う』と関係悪化したり、 
ベテランが新人教育に消極的であったりなど、様々な問題が生じている」 
 
弊社は、人間関係とコミュニケーションスキルの改善向上に、多くの介護経営者の方々が 
悩んでいらっしゃることを知りました。 
 
そして、介護に携わる多くの方々のご協力を頂戴しながら、人間関係・コミュニケーションスキル 
の改善向上のためのプログラム「７つの習慣® Ｃａｒｅ」プログラムを作成し、取り組んで参りました。 
 
本資料では、そのプログラムの目的等を簡易に記載をしております。 
ご覧いただき、是非とも、本プログラムの内容や成果などのご紹介をさせていただきますための 
お時間を賜れますと、誠に幸いでございます、 
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認知症のことはきちんと勉強しているものの、                    
やはり、ついご利用者にイラっとしてしまうことがある。 

介護の仕事に就いた頃の想いはいつしか無くなり、             
最近は同じ作業の繰り返しの日々…。 

突発事故やご利用者の病気で予定が狂わされて残業続き。       
プライベートの充実なんて難しい。 

介護観の違う同僚とはいつもケンカばかり。                 
相手が辞めないのなら私が辞めようかな…。 

うちの経営者は、現場を理解していないで指示ばかり。             
私の話しは聴こうともしてくれない…。 

こんなお悩みありませんか？ 

正しい介護知識・技術 ＋ 
介護現場をより良くする 

「介護人」としての考え方・価値観 

良い介護をしていくためには、正しい介護知識や技術がもちろん必須です。 
しかし、良い介護を継続していくためには、知識や技術に加えて、 
介護現場をより良くする「介護人としての考え方・価値観」と          

介護現場ならではの問題を解決する「ケアコミュニケーション力」が必要です。 
この２つは、どちらも欠かすことの出来ない重要な力なのです。 

良い介護を継続していくために必要なこと 

介護現場ならではの問題を解決する 

ケアコミュニケーション力 



多くの介護事業者様が取り組むアプローチ 
→採用時に理念に共感する人材や人間力の高い人材を採用 

→業務マニュアルを作り込み、規律をもった組織運営をしている 

→管理体制を強化、スタッフを監視することで指導にそった仕事をさせている 

それでも解決しない問題の数々・・・ 

→自己主張ばかりするスタッフが少なくなく、周りのことを考えた行動が取れていない 

→自分がやりたい介護ばかりを主張し、経営的な側面から考えようとしない 

→スタッフからの反発が少なくなく、ご利用者様に対するマインドも下がってきた 

→経験者同士、介護に対する考え方や仕事の仕方の違いからもめる 

弊社では介護事業所が抱える人や組織の問題を解決する目的で、ビジネス版の７つの習慣研修を実施しま
したが、職員の方々には「難しい。」とご理解を頂けませんでした。なんとしても事業所を変えたいとい
う想いから、他社にトライアルのご協力を頂き、現場で起こっている介護の事例に置き換えたり、子供向
け研修「７つの習慣®J」の要素を盛り込むことで、現場スタッフにとってより理解をしやすい研修に改善
を行いました。 

個々がバラバラにやりたいことを主張するのでなく、 

チームとしてのベクトルを一つの方向に 

７つの習慣®Careは退職理由に多い
「会社の方針や人間関係」といった
問題を解決する研修プログラムです。
一人ひとりの内面に働きかけること
で、現場スタッフがお互いをプロ
フェッショナルとして尊重しあい、
経験を生かしあいながらチームワー
クを発揮する組織を生み出すことを
目指します。 

こうして生まれた「７つの習慣®Care」を約200名の経営者様や施設長様が受講 

①セルフマネジメントの強化 
・役職者としての組織における役割を明確化 
・役割に基づいた業務の優先順位 

②チームマネジメントの強化 
・スタッフの人間関係改善・人間力向上 
・組織のミッションを理解し、浸透 
・働きがいのある職場づくり 

管理者に受講させたいと 
代表者様がご評価 

管理者が継続的に受講 
管理者に受講させたいと 

代表者様がご評価 管理者が継続的に受講 

問題解決の手法として着手してきた介護版「7つの習慣」研修 

７つの習慣®Ｃａｒｅが目指すゴール 



研修内容の一部ご紹介 

介護現場でよく起こりがちな事例を多々採り上げます。 
ギスギスしてしまいがちな職場の雰囲気を変えるための具体的な方法を、 
ケーススタディを交えて分かりやすく学んで身に付けて頂きます。 

介護現場で衝突してしまいがちな事例から 
物事への見方・考え方を変えてみるケースワーク 

慌ただしい介護現場を改善するための 
優先順位付けのケースワーク 



１．リーダーの野本さんは、前田さんと岩谷さんという２人の部下に、新しいレクリエーションを企画す 
  るよう依頼した。すると岩谷さんは「前田さん一人でいいじゃないですか。もうレクリエーションの企 
  画なんていやですよ。前田さんは全然人の意見を聞かないのですから」と言った。 

【演習】感情移入をしながら聴く 

次の文章を読んで、感情移入を使ったときの反応を書いてください。 

岩谷さんに対する野本リーダーの感情移入の反応： 
 
 
 
 
 
 

介護スタッフからのよくある愚痴に対する 
対応のケーススタディ 

介護スタッフの話に耳を傾け、 
関係をより良くする手法を身に付ける演習 

※テキストの一部抜粋 



理想のケアチームを作るための演習 

介護現場で誤解から溝が生まれてしまいがちな事例から
相手を理解しながら解決策を導き出す演習 

【演習】チーム作り 

※テキストの一部抜粋 

あなたは新しい事業所の立ち上げ責任者に選ばれました。 
 
そして、以下の候補者の中から２名を、一緒に新しい事業所を立ち上げるメンバーとして、 
選んで良いと言われています。 
 
長期的・継続的に相乗効果を発揮していくことのできる事業所作りを目指すとき、 
あなたは、誰をチームメンバーに選びますか？ 
 
 Ａ 以前から大の仲良しで、プライベートでも一緒に出かけることが多い人 

Ｂ 親しい同僚グループの一人で、いつもあなたの考え方に賛成してくれる人 

Ｃ 
親しい同僚グループの一人だが、普段あなたの意見とは違った意見を  
主張することが多い人 



マネージャー・管理者・もしくはそれに準ずる方向け 

研修受講者の声 

２日コース お一人90,000円（税別） 

※ご要望に応じて、企業内研修も実施しております。 

・ご利用者からイラっとすることを言われても、感情で判断する前にまずは一時停止！ 

・ご利用者の心を開いていくには、信頼残高を増やしていくことが大切 

・「聴く」ということの具体的な方法 

どれも重要で、大切なことを学びました。 

傾聴することの大切さを学びました。今まではご利用者の話を「聞いているつもり」に 

なっていたと思います。今後、職員やご利用者に対して使っていきたいと思います。 

不満を事業所やスタッフのせいにばかりしている自分がいました。 

自分と自分を取り巻く人間関係、組織と向き合い直す、とても良いきっかけになりました。 

相手を理解するための姿勢がとても印象に残りました。 

ご利用者にもスタッフにも是非知って欲しい内容なので、伝えていきます。 

コース・費用 

※ ９：００～１７：３０ ×２日間 


